
橋
は
即
ち
法
然
寺
橋
で
あ
ら
う
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
マ
チ
百
姓
町
金
禅
の
町
名
。

昔
は
上
石
浦
村
の
村
務
が
此
の
地
に
在
っ
た
の
を
、

市
中
の
鏑
制
限
せ
ら
れ
る
に
随
ひ
、
邑
民
も
商
人
と
な

り
、
村
訴
は
鱒
じ
て
町
地
と
な
っ
た
か
ら
、
そ
の
町

名
を
百
姓
町
と
呼
ぶ
と
い
ふ
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
モ
チ
バ
ヤ
シ
百
姓
持
林

J
ヒ

ヤ
ク
Y

ヨ
ウ
モ
チ
ヤ
マ
百
姓
持
山
。

ヒ
ヤ
ク
シ
ョ
ウ
モ
チ
ヤ
マ
百
姓
持
山
加
賀
滞

の
民
有
林
は
凡
ぺ
て
百
姓
持
山
と
い
ひ
、
そ
の
林
剖

の
佳
良
な
る
も
の
を
選
定
し
て
舵
滞
有
の
御
林
勝
と

し
た
。
能
資
で
亭
和
元
年
以
前
字
附
百
姓
持
山
又
は

字
附
御
林
山
と
い
う
た
も
り
是
で
あ
る
。
同
年
一
村

つ
腕
の
字
附
山
を
残
し
て
之
を
御
林
山
と
な
し
、

他
を
百
姓
稼
山
と
し
た
。
ハ
加
賀
の
制
は
詳
か
で
な

い
。
)
御
林
裕
た
る
百
姓
持
山
の
七
木
は
水
火
災
に
櫨

っ
た
時
又
は
土
木
の
資
材
と
し
て
伐
採
を
出
版
す
る

時
は
許
可
せ
ら
れ
、
若
し
務
用
に
宛
て
た
場
合
は
相

常
の
賠
償
を
奥
へ
ら
れ
、
そ
の
雑
木
下
草
は
山
役
銀

を
納
め
て
採
取
す
る
を
許
さ
れ
た
。
叉
百
姓
持
山
の

御
林
栴
た
ら
ざ
る
も
の
は
、
百
姓
持
林
と
も
百
姓
自

分
林
と
も
雷
は
れ
、
そ
の
七
木
の
伐
採
手
釣
が

m
m

で
あ
っ
た
。
一
白
姓
持
林
に
し
て
良
材
を
有
せ
ぬ
も
の

を
柴
山
と
い
ひ
、
雑
木
を
も
有
せ
ざ
る
も
の
を
野
毛

と
群
し
、
百
姓
持
林
・
柴
山
・
野
毛
を
混
じ
て
百
姓
稼

山
と
も
い
ひ
、
政
び
に
山
役
銀
を
上
納
し
た
。

ヒ
ヤ
タ
ス
ヂ
ピ
キ
百
筋
引
滞
政
時
代
に
若
い

士
建
が
、
雨
の
夜
な
ど
に
稽
古
道
場
に
銭
。
、
卦
の

刻
ま
で
も
百
物
秘
め
い
た
こ
と
を
や
り
、
強
て
隔
り

た
る
所
へ
、
続
油
に
集
っ
た
人
数
だ
け
の
焼
心
を
立

て
L
火
を
賭
じ
、
闘
引
で
隈
番
を
定
め
、
一
人
宛
そ

こ
へ
往
っ
て
一
筋
を
消
し
て
来
る
こ
と
を
い
う
た
。

百
筋
と
は
綬
心
の
敏
の
多
い
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ

包
ヤ
l
l包
ヨ

る
。
こ
の
事
は
明
治
初
年
で
も
正
用
の
遊
戯
と
し
て

筒
行
は
れ
た
。

ヒ
ヤ
ク
=
チ
ギ
ン
百
日
銀
前
田
光
高
の
時
、

務
士
の
窮
乏
し
た
も
の
を
放
ふ
鑓
に
、
資
銀
を
京
坂

の
商
人
に
仰
い
て
之
を
貸
附
し
た
が
、
老
侯
利
常
は

利
銀
の
滞
外
に
流
出
す
る
こ
と
を
誕
へ
、
城
中
の
蓄

財
を
出
し
て
之
を
貸
奥
し
、
百
日
を
限
っ
て
排
禎
せ

し
め
る
法
を
建
て
た
。
百
日
銀
と
い
ふ
の
は
そ
れ
で

あ
る
。
士
人
若
し
償
ふ
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
衣
食
を

節
し
若
し
く
は
秩
践
を
捌
い
て
上
納
せ
し
め
る
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
松
梅
鮒
闘
の
記
す
る
所
で
あ
る
が
、

果
し
て
こ
の
事
が
あ
っ
た
な
ら
、
務
が
諸
士
に
貸
銀

を
し
た
の
は
、
之
を
濫
簡
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ヒ
ヤ
タ
Z

ン
グ
ミ
百
人
組
寛
永
七
年
金
棒
城

本
丸
の
露
地
に
敏
待
屋
を
遣
っ
た
時
、
銭
抱
之
者
の

中
開
館
館
あ
る
者
一
白
人
を
選
び
出
し
、
一
切
の
足
臨
役

を
施
じ
、
仰
源
太
郎
を
顕
と
し
て
、
前
回
利
常
が
直

接
に
之
を
使
役
し
、
十
一
日
早
玉
泉
院
丸
の
館
地
を
作

っ
た
際
に
も
亦
こ
の
一
白
人
組
が
使
役
せ
ら
れ
た
。
今

郊
外
泉
野
新
か
ら
長
坂
新
の
聞
の
白
地
は
、
こ
の
百

人
組
の
組
地
の
あ
っ
た
腕
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。

ヒ
ヤ
タ
ハ
チ
ド
ウ
百
八
錦

J
ジ
ユ
ウ
-
一
ド
ウ

十
二
銅
。

ヒ
ヤ
シ
ヨ
火
矢
所
火
矢
細
工
等
の
役
所
。
浅

野
川
雄
木
町
の
上
に
在
っ
て
、
務
士
小
川
氏
商
家
が

之
を
司
台
、
外
に
足
踏
若
干
が
附
邸
し
て
ゐ
た
。
嘉

永
六
年
商
洋
火
術
方
の
起
る
と
共
に
、
こ
の
火
矢
所

は
燐
せ
ら
れ
た
。

ヒ
ユ
ポ
ウ
曹
峨
房
白
山
記
に
臨
鳴
房
阿
闘
梨

が
白
山
槌
現
と
和
歌
を
贈
答
し
た
こ
と
を
記
し
、
そ

の
註
に
三
井
寺
人
也
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
鰻
設
の

人
で
あ
ら
う
。

ヒ
ョ
ウ
兵

i 
珠
洲
郡
中
ハ
部
落
名
〉
の
内
の
小
手

ー

ー

H附
円

H
H川
lh
山
川
川
H
M
U
U
U
U
N
U
-
-
H
I
M
-
-

で
あ
る
。
地
聞
に
兵
野
&
す
る
も
の
は
誤
で
あ
ら
う
。

ヒ
ョ
ウ
俵
加
賀
務
で
米
一
俵
の
置
は
、
天
正

十
五
年
以
前
は
三
斗
で
あ
る
が
、
十
六
年
以
降
は
ま

斗
に
な
り
、
大
E
申
に
四
斗
に
な
る
ま
で
こ
の
制
が

繕
い
た
。

ヒ
ョ
ウ
日
用
能
美
郡
架
緒
郷
に
臆
す
る
部
落
。

ヒ
ョ
ウ
目
用
羽
咋
郡
熊
野
方
郷
に
鴎
す
る
蔀

務。
ヒ
ョ
ウ
ガ
シ
ラ
目
用
頭
務
用
に
供
す
る
日
傭

人
足
の
提
供
を
稼
業
と
す
る
も
の
を
い
ふ
。
捌
場
御

定
書
高
治
三
年
の
も
の
に
、
『
日
用
顕
之
儀
、
御
笛
地

.
町
人
之
内
町
奉
行
申
談
、
十
ご
人
極
霞
候
.
而
、
御
城

中
共
外
所
々
御
用
召
仕
候
日
用
人
足
震
出
、
裁
許
錫

仕
候
。

R
叉
河
北
郡
・
石
川
郡
之
内
、
腕
々
御
曹
縞

御
用
に
召
仕
申
候
。
日
用
人
足
右
十
二
人
之
者
裁
許

矯
仕
、
英
外
御
部
方
御
用
者
、
共
手
先
に
而
外
之
者

臼
申
付
候
事
。
』
と
あ
る
。

ヒ
ョ
ウ
ガ
ハ
日
用
川
淵
羽
咋
郡
日
用
か
ら
獲
し
、

鹿
島
郡
奥
吉
田
を
経
、
鍍
染
に
蛮
っ
て
七
尾
跨
に
入

る
。
流
謹
一
回
粁
。

ヒ
ョ
ウ
グ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ
表
具
屋
小
路
金
禄
の

萄
町
名
。
今
襲
安
江
町
三
番
丁
に
属
す
る
。
悦
々
奥

兵
衛
と
い
ふ
も
の
表
具
師
を
業
と
し
て
こ
L

に
居
住

し
た
か
ら
、
そ
の
横
町
を
か
〈
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

ヒ
ョ
ウ
ゴ
兵
庫
羽
咋
郡
邑
知
院
内
栗
生
保
に

鹿
す
る
・
部
務
。
割
以
泉
寺
所
蔵
建
武
五
年
二
周
十
三
日

平
行
衆
寄
港
朕
に
、
『
観
世
脅
菩
麓
御
箆
前
奉
答
滋
既

領
能
登
凶
護
保
南
方
兵
庫
村
内
田
三
百
苅
屋
敷
資
宇

純
師
側
前
事
。
』
と
あ
る
。
越
登
賀
三
州
志
に
は
、
古
へ

兵
障
を
震
い
た
所
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

ヒ
ョ
ウ
ゴ
セ
イ
テ
ツ
シ
ヨ
兵
庫
製
織
防
明
治

二
年
五
周
加
賀
務
士
謹
藤
友
治
郎
及
び
闘
揮
孝
三
郎

と
、
大
翠
寺
藩
士
石
川
事
輔
の
企
聾
し
た
厨
で
、
播

A
L
i
t
 

圃

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
マ
チ
ノ
テ
ン
ジ
ン
興
箪
町
の
天
神

金
棒
瓢
館
町
崇
部
寺
の
鎮
守
で
、
務
政
の
時
は
ご
周

廿
五
日
・
九
用
サ
五
日
は
勿
論
、
局
次
の
廿
五
日
に

番
詣
が
多
〈
、
跡
殿
の
装
飾
美
を
簸
く
し
た
が
、
明

治
元
年
制
仰
混
濁
禁
止
の
後
、
常
寺
の
住
職
は
翻
批

畠
聞
で
あ
る
と
申
立
て
た
の
で
、
仰
堂
に
改
め
し
め
、

銀
守
の
名
義
を
止
め
し
め
ら
れ
た
。

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ヤ
マ
覇
軍
山
石
川
郡
中

J

川
の
最

上
流
、
越
前
大
野
郡
と
の
界
に
あ
る
山
。
高
さ
一
六

三
七
米
P

地
質
石
英
組
商
岩
。
地
図
に
は
フ
ク
ベ
山

磨
兵
庫
の
官
地
を
借
用
し
4
関
商
よ
り
器
械
を
購
入

し
、
加
賀
務
の
投
資
四
高
七
千
雨
、
大
型
寺
務
の
設

費
三
高
七
千
雨
で
あ
っ
た
。
然
る
に
翌
年
大
理
寺
務

は
脆
返
し
、
四
年
十
二
周
工
場
の
未
だ
成
就
せ
ぬ
以

前
に
、
工
部
省
は
自
ら
之
を
綬
密
す
る
こ
と
L
し、

後
兵
障
造
防
腕
と
改
め
、
十
九
年
四
局
川
崎
正
遣
に

貸
下
げ
ら
れ
て
川
崎
造
船
既
と
な
っ
た
。

ヒ
ョ
ウ
ザ
ツ
シ
ユ
ウ
秘
要
誰
集
一
加
、
大
型

寺
務
に
闘
す
る
萄
記
醤
闘
の
蒐
集
で
あ
る
。
一
に
雑

話
と
も
、
聖
域
夜
話
と
も
、
大
翠
寺
領
内
線
話
と
も

い
ひ
、
天
明
四
年
の
著
作
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、

寛
政
十
一
日
中
の
記
事
も
あ
る
の
は
、
後
に
書
き
加
へ

た
腕
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
塑
務
殺
話
と
題
す
る
興

本
は
、
特
に
そ
れ
が
多
い
。
著
者
不
明
。

ヒ
ョ
ウ
ダ
兵
田
珠
洲
郡
清
水
の
内
の
小
字
。

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ダ
=
ガ
ハ
瓢
箪
谷
川

J
ヲ
グ
ウ

ガ
ハ
尾
添
川
。

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
マ
チ
顕
箪
町
金
探
の
町
名
。
往

昔
は
箆
屋
町
に
臨
し
た
が
、
中
古
別
に
町
名
を
立
て

た
も
の
で
あ
る
。
勉
賂
記
に
、
中
頃
ま
で
此
の
附
近

が
脱
原
で
、
孤
を
作
つ
で
あ
っ
た
か
ら
の
名
だ
と
い

ふ
が
、
文
字
に
獄
い
て
設
を
録
し
た
も
の
で
あ
ら

o
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